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東京高裁、昭和五一年（行コ）第四二号、五六・九・二八判決

判 決

控訴人 プリマハム株式会社

被控訴人 中央労働委員会

参加人 プリマハム労働組合

右当事者間の頭書事件について、当裁判所は、次のとおり判決する。

(主文)

本件控訴を棄却する。

控訴費用は控訴人の負担とする。

(事実)

控訴代理人は、「原判決を取り消す。控訴人を再審査申立人、参加人を再審査被申立人

とする中労委昭和四八年(不再)第四八号事件につき、被控訴人が昭和四九年七月三日付で

した原判決添付別紙命令書記載の命令(昭和四九年八月二一日付で更正されたもの)を取り

消す。訴訟費用は第一、二審とも被控訴人の負担とする。」との判決を求め、被控訴代理

人は控訴棄却の判決を求めた。

当事者双方の事実上の主張、証拠関係は、次のとおり付加するほかは、原判決の事実欄

に記載のとおりであるから、これを引用する。

原判決九枚目裏六行目の「範囲内に属」の次に「し、この点に関する本件命令は労働組

合法七条の解釈適用を誤り、ひいては憲法二一条に反」を加える。

控訴代理人は、

一 本件社長声明文が掲示された当時控訴人の全従業員約五四〇〇名中ユニオンショッ

プ協定を結んでいた組合員は約三九〇〇名で、三分の一に近い非組合員がいたのであ

るから、右声明文にいう「従業員の皆さん」とはとりもなおさず組合員全員を対象と

した働きかけであるとはいえない。

二 （一）本件臨時徴収費は、計算割合の異なる差別的な徴収であって、このような内

容の組合決議は強行法規に違反し無効である。右無効の決議に基づく臨時徴収

については、会社は協力義務を負わないから、会社が臨時徴収費についてのチ

ェック・オフを拒否したことは不当労働行為にならず、これが不当労働行為に

あたらないものは不当労働行為救済制度の対象とならないことは明らかであ

る。

（二）チェック・オフは会社の組合に対する一種の便宜供与であり、会社と組合間

の合意によらない限り、会社はそれを義務づけられるものでないところ、とり

きめられた労働協約一二四条は昭和四八年三月末限り失効したから、右協約が

存在することを前提とする本件命令は違法である。

（三）昭和四八年三月組合は分裂し、分裂前の組合員の過半数は分裂後において別

組合(プリマ民主労働組合)に移籍し、右分裂前の組合員のなかにはその後退職

した者があり(昭和四八年四月現在組合員約一〇七〇名、プリマ民主労働組合

組合員約二五五〇名、昭和五三年三月末現在組合員約三三〇名、プリマ民主労

働組合組合員約二七八〇名)、このような事情変更があるから、これら移籍、

退職した者に対し分裂前の組合に在籍中の分を会社が徴収することを強制する



- 2 -

本件命令は違法である。しかも、本件命令はチェック・オフの対象となるべき

組合員の範囲(氏名)と各人別控除金額が特定されていないから、本件命令は違

法である。

と陳述し、

参加代理人は、控訴代理人の主張する右一につき、社長声明文が掲示された

当時においては、組合員でない従業員はおらず、「従業員の皆さん」は組合員

全員を対象としたものである。同二（一）（二）は争う。同二（三）について、

移籍、退職した者に対する本件命令は、組合員であった当時の分に関するもの

であるから、違法ではなく、かつ本件命令は行政処分として内容の確定を欠い

ているものではない、と陳述した。

当審における新たな証拠として、控訴代理人は、甲第二号証の一ないし一一

(但し第二号証の三は、枝番一、二、三がある)、第三号証、第四号証の一、

二、第五ないし第一一号証、第一二号証の一、二、第一三号証の一ないし五、

第一四号証、第一五号証の一、二、第一六号証、第一七号証の一、二、第一八

号証の一ないし一〇、第一九号証の一、二を提出し、当審の証人 Y1、Y2、Y3
の各証言を援用し、後記丙号証の成立につき、第三ないし第七号証、第八号証

の一、第一七号証、第三一号証、第三三号証、第三四号証、第三六号証、第四

三号証の成立を認め、その余の各号証の成立は不知と述べ、参加代理人は、丙

第三ないし第七号証、第八号証の一、二、第九ないし第一四号証(第一三、第

一四号証は控訴会社新東京工場長の作成したものである)、第一五号証の一、

二、第一六ないし第二〇号証、第二一号証の一ないし三、第二二号証の一ない

し五、第二三ないし第四三号証を提出し、当審の証人 X1 の証言、参加人代表

者 X2本人尋間の結果(第一、二回)を援用し、被控訴代理人及び参加代理人は、

右甲号証の成立につき、第七ないし第九号証、第一二号証の一、二、第一五号

証の一、二、第一八号証の一ないし一〇、第一九号証の一、二の成立は不知、

その余の各号証の成立は認めると述べた。

(理由)

一 当裁判所は、控訴人の本訴請求は理由がないと判断するが、その理由の詳細は、次

のとおり付加訂正するほかは、原判決の理由欄に記載のとおりであるから、これを引

用する。

原判決一九枚目表五行目の「オフ」の次に「を拒否したこと」を加え、同二〇枚目

表一行目の「X1」の次に「(第一、二審)」を加え、同行目の「弁論の全趣旨」の前

に「第二審の参加人代表者 X2(第一、二回)の本人尋問の結果、」を加え、次の行の「認

められ」の次に「(この認定に反する成立に争いない乙第二五、第六八号証、第一審

の証人 Y4 の証言は措信できず)」を加え、同二一枚目裏四行目の「X1」の次に「(第

一、二審)」を加え、同行目の「弁論」の前に「第二審の参加人代表者 X2(第一、二

回)本人尋問の結果、」を加え、同二四枚目表六行目の「X1」の次に「(第一、二審)」

を加え、同行目の「弁論の全趣旨」の前に「第二審の参加人代表者 X2(第一、二回)

本人尋問の結果、」を加え、同裏五行目の「X3」とあるを「X3」と改め、同二五枚目

裏一行目の「X1」の次に「(第一、二審)」を加え、同行目の「弁論の全趣旨」の前
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に「第二審の参加人代表者 X2(第一、二回)本人尋問の結果、」を加え、同二六枚目表

二行目の「当事者間に争いのない」の次に「本件命令書記載第 1 の 4(1)の「五月一

五日賃上げ妥結交渉の席上会社に対し」以下の」を加え、同二八枚目表五行目の「影

響を及ぼすような場合」とあるを「現実に影響を及ぼした場合はもちろん、一般的に

影響を及ぼす可能性のある場合」と改め、同二九枚目表九行目の「証人 X1」の次に

「(第一、二審)」を加え、同三〇枚目表四行目の「証人 X1」の次に「(第一、二審)」

を加え、同裏二行目の「頃」とあるを「項」と改め、同三一枚目表一行目の末尾に「(な

お控訴代理人の憲法二一条違反の主張はその前提を欠くものであり、採用できない。)

(以上の認定判断に一部反する第二審の証人 Y3 の証言の一部は措信しない。)」を

加え、同三行目の「使用者」から同六行目の「される」までを「使用者が従来から行

われていたチェック・オフを特段の事情がないのに拒否し、組合の運営に対し影響を

及ぼした事実がある以上、主観的認識ないし目的がなかったとしても、労働組合法七

条三号にいう組合の運営に対する介入があったものと解すべきであるが、それが組合

活動を弱める目的でなされたときは、不当労働行為性は一層強いものといわなければ

ならない。」と改め、同三三枚目表四行目の「会社が」の次に「チェック・オフに協

力することが公序良俗に反する等」を加え、同裏四行目の「なされ」とあるを「なし」

と改め、同五行目の「として」とあるを「にあたると認めるのが相当である。そして、

右社長声明文の掲示及びチェック・オフの拒否を総合して判断すれば、控訴人のこれ

らの一連の行為は」と改め、同三四枚目裏四行目の「態度に出たため、」の次に「手

続が進まず、」を加え、同六行目の「すぎない」の次に「(第二審の証人 Y1 の証言も

このことを裏づけていることが認められる。)」を加え、同三五枚目裏六行目の「会

社」から次の行の「できない。」までを「右協定失効後も会社はチェック・オフをし

なければならないのであり、これが拒否についても協約失効前と同様に不当労働行為

にあたるといわなければならない。」と改め、同三六枚目表四行目から同裏九行目ま

での全文を削り、ここに「本件については第一審において準備手続がなされ、その準

備手続の調書又はこれに代るべき準備書面に控訴代理人の右主張が記載されなかった

ことは、当裁判所に顕著な事実であり、第一審でなされた準備手続は控訴審において

も効力を有するのであるから(民訴法三八〇条)、準備手続の失効に関する規定(同法

二五五条)は控訴審にも全面的に適用されるものといわなければならない。そして、

準備手続は訴訟促進を目的とし弁論集中の手段であるから、当事者の恣意によって準

備手続の効果を左右することはできず、この効果は法律の規定により当然生ずるもの

であり、当事者のこれについての規定の援用を必要とするものではないと解すべきで

ある。そうすれば、控訴人は口頭弁論において右主張をすることができないものであ

る。なお、右主張にかかる事項は、裁判所が職権をもって調査しなければならないも

のではないし、著るしく訴訟を遅滞せしめざるとき又は重大な過失なくして準備手続

において右事項の主張をすることができなかったことについては、控訴人の疎明があ

ったとはいえない。よって、控訴代理人の右主張は許されず、当裁判所はこの主張の

内容につき判断を加えない。」を挿入する。

二 次に控訴代理人主張の事実欄記載一及び二（一）（二）について判断する。

この点については、本判決の引用する原判決の理由欄記載の説示により、右主張は
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理由がないことは明らかである。

同二（三）の主張について判断する。

この主張については、本判決が原判決三六枚目表四行目以下に新たに挿入して説示

したところから、その主張の許されないことは明らかであるから、右主張の内容につ

いては、当裁判所は判断を加えない。

そうすれば、控訴人の本訴請求は理由がなく、これを棄却した原判決は相当で、控

訴人の控訴は理由がないから、これを棄却することとし、訴訟費用の負担につき行訴

法七条、民訴法九五条、八九条を適用し、主文のとおり判決する。

東京高等裁判所第三民事部



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /All
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJDFFile false
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /ColorConversionStrategy /LeaveColorUnchanged
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName (http://www.color.org)
  /PDFXTrapped /Unknown

  /Description <<
    /FRA <>
    /ENU (Use these settings to create PDF documents with higher image resolution for improved printing quality. The PDF documents can be opened with Acrobat and Reader 5.0 and later.)
    /JPN <FEFF3053306e8a2d5b9a306f30019ad889e350cf5ea6753b50cf3092542b308000200050004400460020658766f830924f5c62103059308b3068304d306b4f7f75283057307e30593002537052376642306e753b8cea3092670059279650306b4fdd306430533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103057305f00200050004400460020658766f8306f0020004100630072006f0062006100740020304a30883073002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d30678868793a3067304d307e30593002>
    /DEU <>
    /PTB <>
    /DAN <>
    /NLD <>
    /ESP <>
    /SUO <>
    /ITA <>
    /NOR <>
    /SVE <>
    /KOR <FEFFd5a5c0c1b41c0020c778c1c40020d488c9c8c7440020c5bbae300020c704d5740020ace0d574c0c1b3c4c7580020c774bbf8c9c0b97c0020c0acc6a9d558c5ec00200050004400460020bb38c11cb97c0020b9ccb4e4b824ba740020c7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c2edc2dcc624002e0020c7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020b9ccb4e000200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe7f6e521b5efa76840020005000440046002065876863ff0c5c065305542b66f49ad8768456fe50cf52068fa87387ff0c4ee563d09ad8625353708d2891cf30028be5002000500044004600206587686353ef4ee54f7f752800200020004100630072006f00620061007400204e0e002000520065006100640065007200200035002e00300020548c66f49ad87248672c62535f003002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d5b9a5efa7acb76840020005000440046002065874ef65305542b8f039ad876845f7150cf89e367905ea6ff0c4fbf65bc63d066075217537054c18cea3002005000440046002065874ef653ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000520065006100640065007200200035002e0030002053ca66f465b07248672c4f86958b555f3002>
  >>
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


